
「
高
石
市
立
の
小
・
中
学

校
35
人
以
下
学
級
の
実
施
を

求
め
る
請
願
」
が
、
昨
年
12

月
の
高
石
市
議
会
で
、
賛
成

９
・
反
対
６
の
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
全
て
の
議
員
の
賛

成
で
「
35
人
以
下
学
級
の
前

進
を
求
め
る
決
議
」
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
民
の
み
な
さ
ん

や
わ
た
し
た
ち
教
職
員
の
願

い
が
、
市
議
会
で
受
け
と
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で

す
。泉

北
教
組
は
こ
の
採
択
と

決
議
を
力
に
、
35
人
以
下
学

級
を
早
期
に
実
現
で
き
る
よ

う
予
算
等
の
要
求
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
指
導
例
を
提
案
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

英
語
を
教
え
込
も
う
と
思
う

前
に
、
日
本
語
の
危
機
的
状

態
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
本

文
や
テ
ス
ト
の
問
題
文
が
理

解
で
き
な
い
中
３
生
の
割
合

が
25
％
ぐ
ら
い
と
い
う
衝
撃

的
な
報
告
が
国
立
情
報
学
研

究
所
か
ら
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
問
題
で
す
。

「
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
は
男
性
に
も
女

性
に
も
使
わ
れ
る
名
前
で
、

女
性
の
名
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
ａ
ｎ
ｄ

ｒ
ａ
の
愛
称
で
あ
る
が
、
男

性
の
名
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ

ｒ
の
愛
称
で
も
あ
る
。
こ
の

文
脈
に
お
い
て
、
以
下
の
文

中
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
最

も
適
当
な
も
の
を
選
択
肢
の

う
ち
か
ら
１
つ
選
び
な
さ
い
。

Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ａ
の
愛

称
は
（

）
で
あ
る
。
選

択
肢
は
、
①
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
、
②

Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
、
③

男
性
、
④
女
性
、
で
す
。

こ
れ
は
三
省
堂
の
Ｓ
ｕ
ｎ

ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
と
い
う
教
科
書

の
３
年
生
の
本
文
の
中
に
あ

る
文
章
で
作
っ
た
問
題
で
す
。

正
解
は
も
ち
ろ
ん
１
番
で
す
。

と
こ
ろ
が
正
解
率
が
、
中
学

生
で
38
％
で
す
。
高
校
生
で

65
％
で
す
。
本
当
に
驚
く
べ

き
こ
と
で
す
。

ス
マ
ホ
時
代
と
い
う
の
は
、

本
当
に
活
字
を
読
ま
な
く
さ

せ
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
、

情
報
力
は
高
い
の
で
す
が
、

読
解
力
は
低
下
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
結
果
を
見
て
も
、
国

語
の
読
解
力
、
思
考
力
、
論

理
的
な
思
考
力
を
伸
ば
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
や

が
て
外
国
語
の
底
力
に
な
り

ま
す
。
外
国
語
は
、
絶
対
に

母
語
を
超
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
小
学
校
の
段
階

で
す
か
ら
、
日
本
語
を
し
っ

か
り
と
き
た
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
そ
の
こ
と
を
文
科
省

も
気
づ
い
て
い
て
、
新
学
習

指
導
要
領
を
見
て
み
る
と
、

小
学
校
の
国
語
で
は
、
「
外

国
語
活
動
及
び
外
国
語
な
ど

他
教
科
と
の
関
係
を
積
極
的

に
図
り
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

外
国
語
で
は
、
「
日
本
語
と

の
違
い
を
知
り
、
言
葉
の
面

白
さ
や
豊
か
さ
に
気
付
く
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
学
習

指
導
要
領
に
そ
う
書
い
て
い

る
の
で
、
外
国
語
や
外
国
語

活
動
の
時
間
は
、
か
な
り
国

語
の
時
間
だ
と
思
っ
て
指
導

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

英
語
は
少
し
だ
け
入
れ
た
ら

い
い
で
す
。
少
し
極
端
に
言

え
ば
、
英
語
の
教
科
書
を
使

い
な
が
ら
、
８
割
は
国
語
の

時
間
に
す
る
、
の
で
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
方
が
絶
対
に
子
ど
も
の

た
め
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

提
案
で
す
。

（
つ
づ
く
）

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
・

英
語
教
育

江
利
川

春
雄

№２１３０ 泉北教育 ２０１９年２月４日 （２）

「戦争法」を廃止させよう。子どもたちや自衛隊員を戦場に送るな。

３５人以下学級の前進を求める決議

社会状況等の変化により様々な課題を抱えた子どもたちが増加していく中で、

一人ひとりに行き届いた教育を保障するため、全国の多くの地方自治体が独自

に少人数学級を実施してきました。

大阪府の平成２３年度少人数学級編制に係る研究（報告）によりますと、落

ち着いた学校生活を送れるようになった結果として欠席者が減少し、子どもが

学校で充実した生活を送っています。また、子どもに対して教員の目が行き届

くようになり、きめ細やかな指導が算数や国語の基礎基本の定着率の向上につ

ながっていると報告されています。

３５人以下学級の拡充は、圧倒的多くの保護者、教職員の強い願いでありま

す。

よって、大阪府並びに本市におきましては、以下の事項について速やかに取

り組んで頂きますよう、強く要望致します。

記

１．高石市立の小学校３年生から中学校３年生までの３５人以下学級を計画的

に前進させること

以上、決議する。

平成３０年１２月１２日

高 石 市 議 会

日
本
語
の
読
解
力

危
機
的
状
況
に

こ
と
ば
の
教
育
を

35


